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SPring-8においては世界最高輝度の広いエネルギー範囲にわたる X線が得られており，これ
を積極的に利用した研究を物質・材料分野において展開する。理研においては物質・材料研究分
野で高い研究ポテンシャルがあり，外部研究者との連携により，SPring-8を利用することによ
り，研究の更なる進展が期待される。当研究では，理研内外の研究者の参加を得て，量子効果が
顕著な材料について，磁気構造や電子状態の解明を目指した研究を行う。量子磁性材料研究チー
ムでは，新規磁性材料を積極的に開発し，X線磁気散乱により，そのミクロな磁気構造や多極子
秩序状態を解明する。
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SPring-8からの高輝度X線を用いて，量子効果が顕著な
磁性体について X線磁気散乱，吸収および発光の測定を行
い，これらの磁性体における磁気構造や電子状態について
の情報を得る。理研外の研究者と協力して新物質開発を積
極的に行い，得られた物質について上記のX線測定を行う。
また，外部研究者との連携により，測定結果の理論的解析
を行う。電子スピン共鳴や中性子散乱等 X線と相補的な手
法を活用した量子磁性体の研究を推進する。これらの研究
を通して磁性体における量子効果の解明と新磁性材料創製
を目指す。

1. X線磁気散乱，吸収，発光測定
研究担当者：勝又紘一，田中良和，金道浩一 ＊，岸本俊

二＊

SPring-8の長直線アンジュレーター BL19に X線磁気散
乱測定用 15テスラ超伝導マグネットを設置し，装置が正
常に作動することを確認した。同時に希釈冷凍機により試
料位置で約 50 ミリケルビンの温度を達成させることがで
きた。

2. 新規磁性体の探索と合成
研究担当者：勝又紘一，田中良和
ハルデン物質 Ni(C5H14N2)2N3(PF6) や Ni(C5H14N2)2-

N3(ClO4)，銅酸化物磁性体 Sr14Cu24O41 および関連物質
などの単結晶を育成し，磁気測定，比熱測定，中性子散乱
測定等によりその磁性を評価した。高温超伝導関連物質
Sr2CuO2Cl2 および Sr2Cu3O4Cl2 について電子スピン共
鳴の測定を行い，理論的に予想されていた量子エネルギー
ギャップの観測に成功した。

3. X線磁気散乱，吸収，発光測定結果の理論解析
研究担当者：勝又紘一，城 健男＊，Lovesey S.＊

放射光 X線回折実験より希土類化合物 DyB2C2 におい
て初めて直接その存在が確認された四極子秩序について理
論的検討を行った。
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